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＊ 潜在感染木  

マツ材線虫病潜在感染木の発生実態（その１） 
－被害先端地域での潜在感染木の分布事例－ 
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２．方法 
（１）調査の場所 

調査は，岩手県紫波町内の新規被害発生林分で

行った。この林分では，2001 年９月，空中探査に

よって初めて，被害木（褐変木）が１本確認され

た。 
（２）潜在感染木と感染源の調査 

この被害木を含む 80×80ｍの調査区を設定し，

立木位置図を作成した。2001 年 10 月に調査区全

域で（外観）症状とヤニの浸出調査を，同年 12
月と 2002 年２月に伐倒によるマツノマダラカミ

キリ（以下「カミキリ」という）およびセンチュ 

潜在感染木および感染源の分布 

１．背景と目的 
近年，岩手県のマツ材線虫病被害林分におい

て，マツノザイセンチュウ（以下「センチュウ」

という）を保持するが外観上発病がみられない

「潜在感染木」が存在し，感染源となっている

ことが明らかとなった。 
今回は，被害先端地域での潜在感染木および

感染源の分布の一事例について報告する。 
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ウの寄生状況調査を行った。これらの状況

から潜在感染木と感染源を特定した。 

４．成果の活用 
（１）「潜在被害木調査事業」によって，枯

死木周辺の潜在感染木が除去されているの

で，今後もこの事業を推進していく必要が

ある。 
（２）一方，調査範囲が半径 15ｍでは除去

されない潜在感染木および感染源が林分内

に存在する場合があるので，調査半径を出

来るだけ拡げ，徹底防除を行う必要がある。

その場合，今回の事例では半径 60ｍ以内で

ある。 

３．結果と考察 
最初に発見された褐変木の半径 15ｍ以内に

は，針葉が緑色だがヤニ異常でセンチュウが

検出された「潜在感染木」が２本みられた。

また，枯死木が４本みられ，このうち２本は

カミキリとセンチュウの寄生がみられ「感染

源」となっていた。 
被害先端地域では，「潜在被害木調査事業」

により（被害）枯死木を中心とした半径 15ｍ
以内のヤニの浸出調査が行われ，ヤニ異常木

は，被害枯死木と同時に伐到駆除が行われて

いる。今回の調査地でも 2001 年 12 月に伐倒

駆除が行われた。したがって，この防除事業

によって潜在感染木および感染源が確実に除

去されていることが明らかとなった。 
しかし，半径 15ｍの外側にもカミキリ寄生

木（枯死木）７本と潜在感染木３本が存在し

ていた。半径 30ｍまでには潜在感染木１本，

カミキリ寄生木３本が分布し，半径 45ｍまで

には，潜在感染木２本，カミキリ寄生木１本， 
半径 60ｍまでには感染源１本，カミキリ寄生

木２本が分布していた。これらカミキリ寄生

木は感染源となっていた可能性がある。 


